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広 陵

花
咲
徳
栄
は
今
大
会
６
試
合
連
続
で

先
発
す
る
右
腕
・
綱
脇
、
広
陵
は
今
大

会
４
試
合
目
の
先
発
と
な
る
左
腕
・
平

元
。
花
咲
徳
栄
は
一
回
、
太
刀
岡
の
中

前
打
、
千
丸
の
右
越
え
二
塁
打
で
無
死

二
、
三
塁
と
し
、
西
川
の
二
塁
後
方
へ

の
適
時
打
で
２
点
を
先
制
し
た
。
広
陵

は
二
回
、
１
点
を
返
し
た
。
花
咲
徳
栄

は
五
回
、
千
丸
の
右
前
打
で
一
、
三
塁

と
し
、
西
川
の
右
中
間
適
時
三
塁
打
で

２
点
を
追
加
。
野
村
の
左
前
適
時
打
で

西
川
も
生
還
し
た
。
広
陵
は
２
番
手
・

山
本
に
ス
イ
ッ
チ
。
花
咲
徳
栄
は
犠
打

で
１
死
二
塁
と
し
、
高
井
の
右
中
間
二

塁
打
で
１
点
。
さ
ら
に
敵
失
と
岩
瀬
の

左
翼
線
適
時
打
で
２
点
を
追
加
し
、
こ

の
回
計
６
点
を
挙
げ
た
。
花
咲
徳
栄
は

九
回
、
３
者
凡
退
。
広
陵
は
２
死
後
に

３
番
手
・
森
が
登
板
し
た
。
広
陵
は
九

回
１
死
一
塁
か
ら
中
村
が
左
翼
線
二
塁

打
。
こ
れ
で
大
会
通
算

安
打
で
、
大

会
記
録
に
並
ん
だ
。
さ
ら
に
２
死
満
塁

と
し
た
が
、
無
得
点
。
花
咲
徳
栄
が
逃

げ
切
っ
た
。

第

回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
（
日
本
高
校
野
球

連
盟
、
朝
日
新
聞
社
主
催
、
毎
日
新
聞
社
後
援
、
阪
神
甲

子
園
球
場
特
別
協
力
）
は
最
終
日
の

日
、
兵
庫
県
西
宮

市
の
阪
神
甲
子
園
球
場
で
決
勝
を
行
っ
た
。
出
場
５
回
目

で
初
め
て
決
勝
に
進
ん
だ
花
咲
徳
栄
（
埼
玉
）
が

｜
４

で
広
陵
（
広
島
）
を
破
り
、
埼
玉
県
勢
と
し
て
初
の
優
勝

を
果
た
し
た
。
春
３
回
優
勝
の
広
陵
は
、
佐
賀
北
に
敗
れ

て
準
優
勝
だ
っ
た
２
０
０
７
年
以
来

年
ぶ
り
に
決
勝
に

進
出
し
た
が
、
優
勝
は
な
ら
な
か
っ
た
。

【花咲徳栄―広陵】初優勝しグラウンドで喜び合う花咲徳栄の選手たち‖阪神甲子園球場で23日、山崎一輝撮影
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